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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第89期
第１四半期
連結累計期間

第90期
第１四半期
連結累計期間

第89期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

受注高 (百万円) 38,810 40,928 165,800

売上高 (百万円) 29,592 29,463 154,658

経常利益又は経常損失(△） (百万円) △ 1,240 △ 1,713 2,680

四半期(当期)純損失（△） (百万円) △ 865 △ 1,043 △ 4,992

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △ 1,466 478 △ 857

純資産額 (百万円) 77,659 75,701 76,932

総資産額 (百万円) 148,863 155,318 166,477

１株当たり四半期(当期)純損失
金額（△）

(円) △ 12.10 △ 15.18 △ 71.04

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 52.2 48.7 46.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 65 381 9,729

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 141 △ 122 △ 9,481

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 1,507 △ 2,544 △ 1,028

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 39,676 38,209 40,367

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．受注高および売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第89期第１四半期連結累計期間および第90期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額については、１株当たり四半期純損失金額が計上されており、また、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

４．第89期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失金額が計上されてお

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、新たに契約した重要な契約等はありません。

　なお、フィシア・バブコック・環境社との技術受入契約について契約の延長（至平成26年７月）を、また

ヴィアストア・システムズ社との技術援助契約について契約の更新（自 平成25年７月　至  平成26年７

月）をしております。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当社グループでは、平成23年度から５ヵ年に亘る中期経営計画（SANKI VITAL PLAN 90th）をスタート

させました。「総合エンジニアリング企業として省エネルギー・新エネルギーシステムのニーズの普及

を促進し、快適な低炭素社会の実現に貢献する」という経営理念に基づき、達成に向けて全社一丸となっ

て具体的な施策を進めております。

　当第１四半期連結累計期間の連結業績は、次のとおりであります。
　

　 　 　 　 （単位：百万円）

　
受注高 売上高 営業損失（△） 経常損失（△）

四半期
純損失（△）

当第１四半期
連結累計期間

40,928 29,463 △ 2,037 △ 1,713 △ 1,043

前第１四半期
連結累計期間

38,810 29,592 △ 1,446 △ 1,240 △ 865

増　減 2,118 △ 128 △ 591 △ 473 △ 178

増減率 5.5% △0.4% ― ― ―

　 　 　 　 　 　

　 当期首 当期末
当期首からの
増減

増減率
　

繰越受注高 111,420 122,884 11,464 10.3%
　

受注高につきましては、前年同期と比較して増加いたしましたが、売上高につきましては、若干減収と

なりました。利益面につきましては、営業損失、経常損失および四半期純損失のいずれにつきましても前

年同期と比較して悪化いたしました。

　

セグメントの業績は、次のとおりです。

　なお、建築設備事業、機械システム事業および環境システム事業につきましては、通常の営業形態とし

て、工事の完成引渡しが年度末に集中する影響で、売上高および利益額が第４四半期に偏る季節要因があ

ります。

　また、当第１四半期から親友サービス株式会社を新たに連結の範囲に含めました。同社は主に当社の総

務業務の受託、リース事業および保険代理事業等、業務を補完する機能を担う子会社であり、報告セグメ

ントに含まれない事業セグメントとして「その他」に表示しております。
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① 建築設備事業

　ビル空調衛生、主に工場向けの空調設備を中心とする産業空調、電気設備、スマートビルソリューショ

ンおよびファシリティシステムに関する事業等、建築設備工事の概ね全てを包含する事業で構成されて

おります。

　受注高は347億8千3百万円（前年同期比3.3％増）、売上高は258億2千2百万円（前年同期比4.6％増）、

セグメント損失（経常損失）は12億4千9百万円（前年同期はセグメント損失14億2千6百万円）となり

ました。

　前期からの繰越工事が増加したことにより増収となり、セグメント損失は減少しております。

② 機械システム事業

　主に搬送システムおよび搬送機器に関する製造販売事業で構成されております。

　受注高は30億8千5百万円（前年同期比64.3％増）、売上高は18億3千2百万円（前年同期比21.9％増）、

セグメント損失（経常損失）は6千8百万円（前年同期はセグメント損失2億4千5百万円）となりまし

た。

　受注高は、既存工事の追加変更契約があった等の影響から増加いたしました。

　前期からの繰越工事が増加したことにより増収となり、セグメント損失は減少しております。

③ 環境システム事業

　主に官公庁発注の上下水道施設および廃棄物処理施設に関する事業で構成されております。

　受注高は28億9百万円（前年同期比5.1％増）、売上高は15億8千4百万円（前年同期比42.8％減）、セグ

メント損失（経常損失）は6億7千8百万円（前年同期はセグメント損失1億6千4百万円）となりました。

　前期からの繰越工事が減少したことおよび前年同期に大規模修繕工事の売上高があった反動等の影響

から減収となり、セグメント損失は増加しております。

④ 不動産事業

　売上高は2億6千9百万円（前年同期比60.7％減）、セグメント利益（経常利益）は、1千7百万円（前年

同期はセグメント利益3億5千2百万円）となりました。

　神奈川県大和市所在の大型賃貸物件について、前期に契約期間が満了となった影響から、減収減益とな

りました。

⑤ その他

　売上高は1億4千6百万円、セグメント利益（経常利益）は、1千2百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は979億8千万円（前連結会計年度末比11.8％減）、固

定資産は573億3千8百万円（前連結会計年度末比3.6％増）となりました。その結果、総資産は1,553億1千

8百万円（前連結会計年度末比6.7％減）となりました。

総資産の減少の主な要因は、流動資産の受取手形・完成工事未収入金等が減少したことによるもので

あります。これは当社グループの売上高は期末に集中するため、各四半期連結会計期間末の受取手形・完

成工事未収入金等は、前連結会計年度末と比べて減少するという季節的変動によるものであります。

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は629億6千7百万円（前連結会計年度末比14.4％減）、

固定負債は166億5千万円（前連結会計年度末比4.0％増）となりました。その結果、負債合計は796億1千7

百万円（前連結会計年度末比11.1％減）となりました。

負債の減少の主な要因は、流動負債の支払手形・工事未払金等が減少したことによるものであります。

これは総資産の減少要因と同様に、各四半期連結会計期間末の支払手形・工事未払金等は、前連結会計年

度末と比べて減少するという季節的変動によるものであります。

当第１四半期連結会計期間末における純資産は757億1百万円（前連結会計年度末比1.6％減）となり

ました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末残高に比べ21

億5千8百万円減少（前年同期比14億6千6百万円の減少）し、382億9百万円となりました。当第１四半期連

結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減の要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間において営業活動によるキャッシュ・フローは、3億8千1百万円の増加

（前年同期比4億4千6百万円の増加）となりました。これは主に売上債権の回収が進んだことと未成工

事受入金の増加によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間において投資活動によるキャッシュ・フローは、1億2千2百万円の減少

（前年同期比2億6千3百万円の減少）となりました。これは主に定期預金の預入によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間において財務活動によるキャッシュ・フローは、25億4千4百万円の減少

（前年同期比10億3千7百万円の減少）となりました。これは主に自己株式の取得、短期借入金の返済お

よび配当金の支払いによるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な

変更および新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費は249百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 192,945,000

計 192,945,000

　

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 69,661,156同左
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 69,661,156同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年５月20日(注)△ 4,800,00069,661,156― 8,105 ― 4,181

(注)  発行済株式総数の減少は自己株式の消却によるものであります。
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載を

しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
　普通株式　 4,921,000

― ―

完全議決権株式(その他) 　普通株式　69,400,000 69,400 ―

単元未満株式 　普通株式　　 140,156 ―
一単元（1,000株）
未満の株式

発行済株式総数 74,461,156 ― ―

総株主の議決権 ― 69,400 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式983株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
三機工業株式会社

東京都中央区明石町８番１号 4,921,000― 4,921,0006.6

計 ― 4,921,000― 4,921,0006.6

(注)  当第１四半期会計期間末の自己株式数は2,123,403株であります。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」

（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)および第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 36,368 28,210

受取手形・完成工事未収入金等 ※2
 63,288

※2
 49,709

有価証券 3,999 9,999

未成工事支出金 1,529 2,493

原材料及び貯蔵品 249 262

繰延税金資産 1,889 2,619

その他 4,103 4,927

貸倒引当金 △282 △241

流動資産合計 111,146 97,980

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 39,848 39,757

減価償却累計額 △34,672 △34,723

建物・構築物（純額） 5,176 5,034

機械、運搬具及び工具器具備品 3,987 3,933

減価償却累計額 △3,585 △3,535

機械、運搬具及び工具器具備品（純
額）

402 397

土地 4,331 4,194

リース資産 401 422

減価償却累計額 △84 △96

リース資産（純額） 317 326

有形固定資産合計 10,227 9,952

無形固定資産

その他 491 466

無形固定資産合計 491 466

投資その他の資産

投資有価証券 27,946 30,018

長期貸付金 346 324

前払年金費用 7,312 7,273

繰延税金資産 136 133

敷金及び保証金 1,067 1,075

保険積立金 950 950

その他 7,972 8,184

貸倒引当金 △1,120 △1,041

投資その他の資産合計 44,612 46,918

固定資産合計 55,331 57,338

資産合計 166,477 155,318
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 ※2
 51,853

※2
 42,863

短期借入金 6,920 6,230

リース債務 57 62

未払法人税等 2,497 67

繰延税金負債 10 15

未成工事受入金 5,332 8,402

賞与引当金 2,176 1,009

役員賞与引当金 83 17

完成工事補償引当金 345 293

工事損失引当金 801 481

その他 3,461 3,522

流動負債合計 73,540 62,967

固定負債

長期借入金 320 235

リース債務 331 332

繰延税金負債 2,408 3,192

退職給付引当金 7,313 7,287

役員退職慰労引当金 275 245

債務保証損失引当金 29 29

その他 5,327 5,327

固定負債合計 16,004 16,650

負債合計 89,544 79,617

純資産の部

株主資本

資本金 8,105 8,105

資本剰余金 4,181 4,181

利益剰余金 60,855 56,620

自己株式 △2,750 △1,268

株主資本合計 70,391 67,638

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,631 8,143

為替換算調整勘定 △90 △80

その他の包括利益累計額合計 6,540 8,063

純資産合計 76,932 75,701

負債純資産合計 166,477 155,318
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(2)【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高

完成工事高 28,907 29,176

不動産事業等売上高 685 287

売上高合計 29,592 29,463

売上原価

完成工事原価 26,871 27,464

不動産事業等売上原価 325 227

売上原価合計 27,196 27,692

売上総利益

完成工事総利益 2,035 1,712

不動産事業等総利益 359 59

売上総利益合計 2,395 1,771

販売費及び一般管理費 3,842 3,809

営業損失（△） △1,446 △2,037

営業外収益

受取利息 16 14

受取配当金 208 237

持分法による投資利益 － 6

貸倒引当金戻入額 0 110

その他 50 98

営業外収益合計 275 469

営業外費用

支払利息 21 23

為替差損 10 61

その他 38 60

営業外費用合計 70 145

経常損失（△） △1,240 △1,713

特別利益

固定資産売却益 － 136

特別利益合計 － 136

特別損失

減損損失 － 143

固定資産除却損 2 －

投資有価証券評価損 118 －

特別損失合計 120 143

税金等調整前四半期純損失（△） △1,361 △1,720

法人税、住民税及び事業税 41 26

法人税等調整額 △537 △703

法人税等合計 △495 △676

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △865 △1,043

四半期純損失（△） △865 △1,043
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △865 △1,043

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △629 1,512

為替換算調整勘定 27 10

その他の包括利益合計 △601 1,522

四半期包括利益 △1,466 478

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,466 478

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,361 △1,720

減価償却費 298 178

減損損失 － 143

貸倒引当金の増減額（△は減少） 25 △120

退職給付引当金の増減額（△は減少） △137 13

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △161 △34

工事損失引当金の増減額（△は減少） △23 △319

受取利息及び受取配当金 △224 △252

支払利息 21 23

持分法による投資損益（△は益） － △6

有形固定資産売却損益（△は益） － △136

売上債権の増減額（△は増加） 13,040 13,709

未成工事支出金の増減額（△は増加） △353 △945

仕入債務の増減額（△は減少） △10,288 △9,032

未成工事受入金の増減額（△は減少） 459 3,057

その他の流動負債の増減額（△は減少） 415 43

その他 △1,440 △1,939

小計 268 2,659

利息及び配当金の受取額 226 254

利息の支払額 △18 △19

法人税等の支払額 △542 △2,513

営業活動によるキャッシュ・フロー △65 381

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △300

有形固定資産の取得による支出 △127 △208

有形固定資産の売却による収入 － 153

投資有価証券の取得による支出 △114 △6

投資有価証券の償還による収入 294 200

貸付けによる支出 △4 －

貸付金の回収による収入 25 38

その他 67 0

投資活動によるキャッシュ・フロー 141 △122

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △876 △690

長期借入金の返済による支出 △85 △85

自己株式の取得による支出 － △1,232

リース債務の返済による支出 △9 △15

配当金の支払額 △536 △521

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,507 △2,544

現金及び現金同等物に係る換算差額 10 31

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,421 △2,254

現金及び現金同等物の期首残高 41,097 40,367

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 96

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 39,676

※1
 38,209
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　
当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日  
至  平成25年６月30日)

 （連結の範囲の重要な変更）

非連結子会社でありました親友サービス株式会社につきましては、重要性が増したため、当第１四半期連結会

計期間から連結の範囲に含めております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

  １　保証債務

下記の借入金について債務保証をおこなっています。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

呼吸器・アレルギーセンター
ＥＳＣＯ㈱

12百万円 12百万円

      上記保証額は連帯保証分であるため、当社グループ負担額を記載しています。

　

※２  四半期連結会計期間末日の満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理してい

ます。なお、当第１四半期連結会計期間末日は金融機関の休日であったため、次の満期手形が当第１

四半期連結会計期間末日の残高に含まれています。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 134百万円 97百万円

支払手形 54 95

　

(四半期連結損益及び包括利益計算書関係)

前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）及び当第１四半期連結累
計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）
 
　当社グループの売上高は、主たる事業である設備工事事業において、契約により工事の完成引渡しが第
４四半期連結会計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間にお
ける売上高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動がありま
す。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関

係

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

現金預金勘定 34,676百万円 28,210百万円

取得日から３か月以内に償還期限の
到来する短期投資（有価証券）

4,999 9,999

現金及び現金同等物 39,676 38,209
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

　　　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 536 7.50平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

　１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 521 7.50平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

　

　２．株主資本の著しい変動

当社は、平成25年５月13日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得および消却をおこないま

した。これによる当第１四半期連結累計期間の取得による自己株式の増加額は1,232百万円、消却によ

る自己株式および利益剰余金の減少額は2,714百万円となり、当第１四半期連結会計期間末の自己株

式は1,268百万円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）２

建築設備
事業

機械
システム
事業

環境
システム
事業

不動産
事業

計

売上高 24,6751,503 2,770 685 29,635 △42 29,592

セグメント利益又は損失
（△）

△1,426 △245 △164 352 △1,484 244 △1,240

(注)１．セグメント利益又は損失（△）の調整額244百万円には、各報告セグメントに配分していない全社損益128百万

円、社内上各セグメントに配賦した金利負担の戻入額115百万円が含まれております。なお、全社損益の主なも

のは、各セグメントに帰属しない利息および配当金などであります。

　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益及び包括利益計算書の経常損失と調整をおこなっておりま

す。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）３

建築設備
事業

機械
システム
事業

環境
システム
事業

不動産
事業

計

売上高 25,8221,8321,584 26929,50914629,655△191 29,463

セグメント利益
又は損失（△）

△1,249△68 △678 17△1,979 12△1,967 253 △1,713

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業および保険代理事業等

を含んでおります。なお、非連結子会社でありました親友サービス株式会社につきましては、当第１四半期連結

会計期間から連結の範囲に含めており、同社の事業を「その他」として表示しております。

　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額253百万円には、各報告セグメントに配分していない全社損益198百万

円、社内上各セグメントに配賦した金利負担の戻入額55百万円が含まれております。なお、全社損益の主なもの

は、各セグメントに帰属しない利息および配当金、全社費用の配賦差額などであります。

　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益及び包括利益計算書の経常損失と調整をおこなっておりま

す。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額 12.10円 15.18円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純損失(△)(百万円) △865 △1,043

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失(△)(百万円) △865 △1,043

普通株式の期中平均株式数(千株) 71,529 68,736

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額が計上されており、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月８日

三機工業株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員 　
公認会計士    森　　　　　行　　一    印

業務執行社員 　

　
指定有限責任社員 　

公認会計士  　德    永    陽    一    印
業務執行社員 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三機

工業株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平

成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三機工業株式会社及び連結子会社の平成25年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
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(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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